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1．は じめに

　現在、 蠹動車や家鵞耋製i品等書こ メタ リッ ク塗料が

広 く使用されるよ うに な っ て きた 。 特に 自動車に

おい て はそ の高級化に痒い 、自動車購入時の 選択

の 墓準 として走行性能やデザイ ン と ともに塗装外

観は重要なポイン トとな っ て い る。

　色に関して定量化は ほぼ完成 して い るが 、 メタ

リ ッ ク塗膜の持っ 特長の 1っ である光輝感 （キラ

キ ラ 感）に つ い て は、定驫化す るため の 、満足の

い く灘定装置は無く、 目視評緬が
一
般的で あ っ た o

　又 、 絹織物やナイ U ン繊雑等にお い て もそれぞ

れ の もっ 光沢感や っ や 感を定蠱管理する こ とは未

解決の 課驪 とな っ て い た。

　こ の よ うな状況を背景に 。 今回顕鐓光沢計を製

作 した の で 、 そ の構造 、 性能等を報告 させ て 頂 き

ます。

2 ．講造、 原理

　図 1は今圏製作 した顕微光沢講の 原理図を表す 。

光源の ラ ンプか ら出た光は コ ン デンサ レ ンズ、 コ

図 1

リメータレ ン ズを通 っ て 平行光 とな っ て試料に照

射 される 。 試料か ら反射 した光 は、対物 レ ン ズ に

よ っ て拡大されて受光器の 前諏に結像する 。
こ の

結像面 に は ピ ン ホ ール板が設 けて あ り、 試料面の

限定された面積の 光学情報が受光器で検出される 。

こ の 時 ピ ン ホ
ー

ル板の 大 きさを変え るこ と に よ り

灘定部分の 面積を変更する こ とが可能で ある 。 投

光部及び試料 は、同一の 点を中心 として回転可能

で 、入鮒角度、受光愛度を任意 に変える こ とがで

き るo 次に試料は パ ル ス モ
ー

タ に よ っ て 移動が 可

能とな っ て い る 。 受光器か らの 出力は増轜されて

A ／ D 変換器を邁 っ て パ ー
ソ ナ ル コ ン ピュ

ー
タ に

入力 される 。 なお 、 上述の 試料の x 軸及び z 軸の

移動及び受光器の感度等は全て パ ー
ソ ナル コ ン ピ

ュ
ータで コ ン トロ ールす る 。

　図 2は鏡面光沢度灘定装置の 概念図で あるが、

こ の 場含に は入鮒角と反射角が 等し く、 ある決め

られた屈折率の 表旛反射を墓準とした反射率を光

沢値 と定義して い る 。 しか し、 本装置の 場合は 、

75一 一一

’一一一
「

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

區 琶騨 磊 獣 醗 17　 NUMBER 　11993
、一コ

試料表面の 反射強度の分布か ら表面評価をす るも

の で 、 特に 墓準となる もの は必要 としな い 。
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3．本装置の仕様

　 1。試料移勤範囲 ；水平、 垂直とも最大30，■

　2．試料移動精度 浦．elmmL）t下

　 3。移勦方式 ；5桾パ ル ス モ ータに よる移動

　4．最少移動鑞 ； 2 μ m （ハ
ー

フ ス テ ッ プで

　　　　　　　　　　　　　1 μ m ）

　 5．最大入射角 ；試料法練に対 して 8e
°

　6．最大受光角 ；試料法線に対 して 65
“

　 7、受光角＋入射角の 最小饐 ；鮒

　 8．拡大倍率 ；10nv

　 9。ピ ンホ
ール ； φe．2   di　e．5 、di　i，0

4 ．灘定方法

　得られた測定データは 、 繊維 の っ や 感の 評価 に

閧する信殉大学の沢路先生の 方法を参照 した 。
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；波の 由の 部分の 平均

；波 の 谷の 部分の平均

波の ピ ッ チ の 平均

　　　　　　　 L ＝D／PiegH ／1、

　　 こ こ で D は明視の 距離で 25　Oramとす る 。

5．測定例

　本装置に よ るメタ リ ッ ク シ ル バ ーの 塗装板の 測

定例を図 3 、 図 4 に示す。 光輝材の ア ル ミペ ー
ス

トの 平均粒子径は 、 試料 A は32μ 、 試料 B は 18μ

で ある。 目視評価で は試料 A は光輝感が強く、 B

は弱い試料で ある 。

　計算結果 は 目視評価 と 、 ほ ん の 一例で あ るが、

ほぼ一致 した 。

　本装置が メタリッ クの 外観評価方法の 1 っ と し

て 役に立つ もの と考え られ る。

図 3
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測定条件
・入射角度 ；
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°
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